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22007年2月期中間決算のポイント

② ブランド力・人材力向上への取り組み
積極的な改装、人材投資等の実施

③ 新ブランドの順調な滑り出し
ｱﾊﾟｰﾄﾊﾞｲﾛｰﾘｰｽﾞ、ｱﾝﾀﾞｰｶﾚﾝﾄ、ﾚﾌﾟｼｨﾑﾛｰﾘｰｽﾞﾌｧｰﾑ

① 売上高の順調な推移
前中間期比118.3％
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売上高265億円 前中間期比118.3％

売上高の状況

純増21店舗

新規店舗出店

国内既存店前年比104.1%

既存店の効果的な改装

売上商品構成の変化

客単価の向上

改装16店舗

104.497.4104.499.294.6客単価

99.8115.0104.8112.0113.7客数

104.1112.1109.4111.1107.6売上

既存店

105.497.9104.499.596.2客単価

112.1133.2123.9135.7141.1客数

118.1130.4129.3135.1135.7売上

全店

上期下期上期下期上期

2007/2期2006/2期2005/2期

（対前期比％）

客数・客単価の状況（国内）



4売上総利益率の状況

売上総利益率60.5％ 前中間期比▲0.9％

アウトレット商品の処分を従前に比べ前倒しで処理

アウトレット商品の処理方法の変更

56.3%

57.6%
60.4% 60.5%

56.7%

57.2%

60.6%
61.4%

60.5%

54.0%

56.0%

58.0%

60.0%

62.0%

2003/2期 2004/2期 2005/2期 2006/2期 2007/2期

通期

中間期



5ブランド別の売上高の推移（国内）

単位：億円

2003/2期 2004/2期 2005/2期 2006/2期

決算年度

2007/2期

（中間） （期末） （中間） （期末見込）

その他

ジーナシス

グローバルワーク

ローリーズファーム

206

276

373

222

485

262

565

115

44
4
43

149

66

11

50

182

106

24

61

100

69

16
37

212

145

40

86

108

76

29

48

218

173

60

114



6ブランド別出店・売上状況（国内）

306118.1%100.0%26,262288100.0%22,229合計

1298.5%2.3%603112.8%613ｱｸﾞﾚｱ･ﾅｲﾝﾌﾞﾛｯｸｽ

1－0.2%40－－－アンダーカレント

5－0.8%2091－－ｱﾊﾟｰﾄﾊﾞｲﾛｰﾘｰｽﾞ

14154.6%3.7%968122.8%626ハレ

23121.1%3.7%980233.6%809ヘザー

38181.5%11.1%2,920357.2%1,608ジーナシス

101107.9%41.2%10,81410045.1%10,023ローリーズファーム
（ﾚﾌﾟｼｨﾑﾛｰﾘｰｽﾞﾌｧｰﾑ含む）

88110.0%29.1%  7,6468331.3%6,949グローバルワーク

24133.3%7.9%2,077237.0%1,558レイジブルー

前中間

期比
構成比構成比

中間

期末

店数

売上高
期首

店数

売上高

2007/2中間期2006/2中間期

単位：百万円



7ブランド動向－主要３ブランド

年齢、立地を切り口とした派生２ブランド展開
「ローリーズファーム」ブランドの維持、安定成長へ
ZOZOTOWERへの出店

ローリーズファーム

グローバルワーク

積極出店（６店舗出店）
郊外立地での市場ポジション確立
下期も積極的出店により更なる成長へ

成長加速（売上高前中間期比 81.5%増）
ジーナシススタイルの確立
ZOZOTOWERへの出店

ジーナシス



8ブランド動向－主要３ブランドに続くブランド育成

規模拡大に向けた取組み
ファッション誌とのタイアップによる知名度向上
台湾での展開（２店舗出店）

レイジブルー

ブランドイメージの定着
店舗・商品イメージ定着し、顧客支持拡大

ヘザー

更なる成長に向けた取組み
ブランドイメージの検証、ZOZOTOWERへの出店

ハレ



9ブランド動向－新ブランドの展開

郊外立地での展開開始
標準店作りに向けた取組み

レプシィムローリーズファーム

標準店作りに向けた実験、検証
浦和美園店での実験を踏まえ、下期拡大へ

アンダーカレント

ブランドイメージが支持され、好調な滑り出し
下期出店強化へ（４店舗予定）

アパートバイローリーズ



10ブランド別出店・売上計画（国内）

100.0%

2.2%

0.9%

1.0%

4.1%

3.8%

9.5%

39.2%

31.2%

8.1%

構成比

55,500

1,200

510

535

2,255

2,100

5,300

21,800

17,300

4,500

売上高

2007/2期計画（当初）

356116.5%100.0%56,560351114.3%288100.0%48,570合計

1298.9%2.1%1,2001298.9%112.5%1,213ｱｸﾞﾚｱ･ﾅｲﾝﾌﾞﾛｯｸｽ

8－0.7%4108－－－－アンダーカレント

9－1.1%6504－10.0%1ｱﾊﾟｰﾄﾊﾞｲﾛｰﾘｰｽﾞ

20136.0%4.2%2,40018127.8%123.6%1,764ハレ

24115.4%3.7%2,10025115.4%233.7%1,819ヘザー

44148.3%10.6%6,00047131.0%358.3%4,047ジーナシス

108102.4%38.5%21,800103102.4%10043.9%21,297ローリーズファーム
（ﾚﾌﾟｼｨﾑﾛｰﾘｰｽﾞﾌｧｰﾑ含む）

103118.5%30.6%17,300103118.5%8330.1%14,597グローバルワーク

28125.6%8.3%4,70031120.3%237.7%3,741レイジブルー

前期比構成比前期比構成比

期末

店数

売上高期末

店数

期末

店数

売上高

2007/2期計画（修正）2006/2期

単位：百万円
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基本戦略１｜複数ブランドの開発育成による業容拡大と経営安定化

基本戦略２｜ブランド定着による収益力の維持・向上

基本戦略３｜成長継続のための人材力・組織力強化

基本戦略４｜コーポレートガバナンスの整備と確立

中期経営計画（TOP 9）基本４戦略の着実な実行

当期の経営方針
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成長継続のための人材力・組織力強化

コーポレートガバナンスの整備と確立

・行動評価に重点を置いた人事評価制度に変更

・研修の体系整備と実施

・品質（商品、接客サービス）向上

・日本版ＳＯＸ法に対応した内部統制プロセスの整備

・コンプライアンス精神の浸透

具体的な取り組み



13企業スローガンの制定



2006年10月6日

2007年2月期（第57期）
中間決算概要



15損益計算書の主要項目

107.0%18.6%4,93420.5%4,610経常利益

106.3%10.2%2,72011.4%2,559当期利益

113.2%0.9%2360.9%208特別損失

121.2%41.9%11,12340.9%9,177販管費

116.4%60.5%16,04861.4%13,789売上総利益

118.3%100.0%26,545100.0%22,444売上高

前中間期比構成比構成比

2007/2中間期2006/2中間期

単位：百万円



16売上高と利益の状況

■売上高と店舗数

2003/2期 2004/2期 2005/2期 2006/2期 2007/2期

決算年度

売上高（億円）

店舗数（店）

（中間）

（ 中間 ）

■経常利益と当期（中間）利益

2003/2期 2004/2期 2005/2期 2006/2期 2007/2期

決算年度
（中間）

経常利益（億円）

当期純利益（億円）

（ 中間 ）

（ 中間 ）

206

278

377

490

265

224

173

127

92

151

205

246

296
317

28.0

42.5

74.9

99.5

6.9 9.1

18.1

25.5 27.2
15.3

22.5

40.8

55.5

12.3

33.2

46.1
49.3

18.2
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販売管理費比率41.9% 前中間期比1.0％上昇

主な変動要因

今後の成長に向けた積極的取組み

広告宣伝強化や人材力強化を計画的に実施

販売管理費の状況

40.2%
40.5%

42.2%
42.5%

41.9%

40.9%

41.5%

42.7%

43.1%

40.0%

40.5%

41.0%

41.5%

42.0%

42.5%

43.0%

43.5%

44.0%

2003/2期 2004/2期 2005/2期 2006/2期 2007/2期

通期

中間期



18特別損失の状況

特別損失236百万円 前中間期比113.2％

退店５店舗、業態変更１店舗 ロケーション検討の結果実施

改装16店舗
ローリーズファーム７店舗を
中心に実施

減損損失48百万円 減損処理対象２店舗



19貸借対照表の主要項目

110.7%63.4%18,64357.8%16,847純資産

87.2%36.6%10,74042.2%12,312負債

107.8%36.6%10,75334.2%9,975固定資産

97.1%63.4%18,62965.8%19,185流動資産

100.8%100.0%29,383100.0%29,160総資産

前期末比構成比構成比

2007/2中間期2006/2期

単位：百万円

主な変動要因

・出店に伴う保証金敷金増加（460百万円）

・一括支払信託受益権660百万円購入



20株主資本等変動計算書

18,643123518,594△1,79615,2132,5172,660当中間期末残高

1,79512△61,7893051,483－－当中間期変動額合計

612△6－
株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）

5355351,005△469自己株式処分（19万株）

△700△700△700自己株式取得（10万株）

2,7202,7202,720中間純利益

△766△766△766剰余金の配当（30円/株）

当中間期変動額

16,8474116,805△2,10213,7292,5172,660前期末残高

株主資本
合計

自己

株式

利益

剰余金

資本

剰余金
資本金

純資産

合計

新株

予約権

評価・換算

差額等

株主資本

単位：百万円



21キャッシュ・フロー計算書

2,20213,67511,472現金及び現金同等物の期末残高

△130△1,196△1,066現金及び現金同等物の増減額

238△982△1,221財務活動によるキャッシュ・フロー

634△1,017△1,651投資活動によるキャッシュ・フロー

△1,0048031,807営業活動によるキャッシュ・フロー

増減額

2007/2期中間2006/2期中間
単位：百万円

△369△213155フリーキャッシュ・フロー

一括支払信託受益権660百万円購入



22設備投資の状況

積極的な店舗展開・改装

新規出店（期首71店舗予定 ⇒ 76店舗の見込み）

店舗改装50店舗予定（変更なし）

旗艦店投資750百万円含む

3,1853,5302,5001,030計

450400100300その他

2,7353,1302,400730店舗関係

期首計画通期見込下期予定上期実績単位：百万円



23㈱ポジックの状況（物流子会社）

主な変動要因

福岡新物流センター稼動に伴う業務委託料の見直し

72.0%6.3%188.5%25当期利益

73.8%10.5%3114.4%42経常利益

73.8%10.7%3114.3%42営業利益

101.4%100.0%296100.0%292売上高

前中間期比構成比構成比

2007/2中間期2006/2中間期
単位：百万円



24波茵特股份有限公司の状況（台湾子会社）

営業状況

レイジブルー展開開始（２店舗）

107.7%5.2%146.5%13当期利益

4 店舗増－11－7期末店舗数

144.4%9.3%268.4%18経常利益

245.5%9.6%275.4%11営業利益

131.6%100.0%283100.0%215売上高

前中間期比構成比構成比

2007/2中間期2006/2中間期
単位：百万円



252007年2月期見込み

計画の前提

下期出店55店舗（台湾1店舗含む）、退店４店舗、改装34店舗を予定

既存店下期売上 ：期首計画予算を継続

－

11.3%

20.3%

40.2%

60.5%

100.0%

構成比

296

5,551

9,957

19,716

29,690

49,073

2006/2期

72店増36867店増－363店舗数

106.3%10.3%5,900104.5%10.3%5,800当期利益

109.5%19.1%10,900106.5%18.9%10,600経常利益

120.9%41.7%23,840118.7%41.7%23,400販管費

116.9%60.7%34,700114.5%60.6%34,000売上総利益

116.5%100.0%57,160114.3%100.0%56,100売上高

前期比構成比前期比構成比

2007/2期計画（修正）2007/2期計画（当初）
単位：百万円
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提携の目的

業務・資本提携の内容

・当社が手掛けていない新たなマーケットでのブランド展開

・当社が有する経営ノウハウを活用し、エムズの成長を支援

・人材交流を通じ、幅広く包括的な業務提携を推進

・議決権割合の約15%（払込総額85.4百万円）を12月に取得予定

㈱エムズとの業務・資本提携

当社業績に与える影響

・連結業績への影響は軽微の見込み




